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と同じ認識 をもっている。
2.患者 は中顔面 と下顔面の垂直的なバ ランス
に関 して認識 していた。
1)三次元顔貌シミュレーシ ョンによる上顎前
突患者の理想 とする顔貌の評価
○海老澤聡一,今田 玲美1,松山 仁昭1,福井 和徳1
(奥羽大 ・大学院 ・顎顔面口腔矯正学,
奥羽大 ・歯・成長発育歯1)
【目 的】上顎前突患者の三次元顔貌画像を水平
的 ・垂直的に変形 させ定量的に評価 し,自 己顔貌
に対 しての認知や理想顔貌のイメージに関 して,
矯正医 との差異を明らかにす る。
【対 象】上顎前突 と診 断された成人男性19名
(平均年齢27.4±5.4)とし,セ ファロ分析か ら
短顔型9名,長 顔型10名に分類 した。比較対照
群 は,臨 床経験 年数7年 以上(平 均年数18.2±
10.8)の矯正医10名とした。
【方 法】vivid　910(KoNIcA　MINoLTA社)
を用いて上顎前突患者の左右正面画像 を咬頭嵌合
位,下 顎5mm前 方,下 顎下方向3mm,下 顎5
mm前 方下方向3mmの 下顎位で撮影後,そ れぞ
れの重ね合わせ画像を顔面変形用プログラムへ送
信 し,軟組織変化率のデータ構築 を行った。三次
元顔画像上の可動点6点:Ls(上唇点),Stm(ス
トミオ ン),Li(下唇点),Sb(オトガイ唇溝),
Pogs(軟組織ポゴニオ ン),Mes(軟組織 メントン)
を水平,垂 直的に自由に動か し画像を変形 させる
ことで理想顔を描画 した。上顎前突患者には理想
の自己顔貌を,矯正医群にはすべての上顎前突患
者画像の理想顔貌を描画 させた。両群間での統計
学的解析には,Mann-Whitney　U-testを用いた。
【結 果】矯正医群は短顔群に対 し水平方向にお
いてSm,Pogs,Mesが統計学的に前方位 を示
し(p<0.05),垂直方向ではともに中下顔面高の
比率の改善がみ られた。
矯正医群 は長顔型 に対 し水平方向においてPogs
が統計学的に前方位 を示 し(p<0.05),垂直方向
では中下顔面比率の改善がみられた。
【まとめ】短顔群は矯正医と比較 してオ トガイ唇
溝,Pogs部,Mes部の 前 方変 形 量 が少 な く,
sn-Stm間を相対的に短 くする傾向が見られた。
長顔群 は矯正医 と比較 してPogs部の前方変形量
が少なく,Sn-Stm間を相対的に短 くする傾向が
見られた。
【結 論】1.患者 は口唇の位置について矯正医
